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青少年赤十字の歌


一　明けそめる　大空に


　　みなぎる光　あふれる命


　　我ら若人　我ら若人


　　健康の足並みそろえ


　　進むのだ　かがやく道を


　　ひとすじに　かがやく道を


二　さしのべる　手をくんで　


　　合わせる力　つらぬく誠


　　我ら若人　我ら若人


　　清純の誓いにこぞり


　　尽くすのだ　世界のために


　　人のため　世界のために


三　海こえて　へだてなく


　　呼び合う心　ゆきこうこだま


　　我ら若人　我ら若人


　　親善の結びも固く


　　仰ぐのだ　十字の旗を


　　ひるがえる　十字の旗を





あこがれの赤十字


一　あけぼのの　雲はたなびく


　　望みの　さきぶれ


　　わずらうものをいやすため


　　博愛は心の灯


　　灯をかかげてゆこう


　　あこがれのああ赤十字


二　青空は　光り輝く


　　みどりの　そよ風


　　傷つく者を　たたすため


　　人道は　みんなの標よ


　　幸せを　呼びかけ合おう


　　あこがれのああ赤十字


三　夕暮れの　星はささやく


　　優しい　なぐさめ


　　悩める者を　護るため


　　平和こそ　世界の広場よ


　　腕と腕　がっちり組もう


　　あこがれのああ赤十字





空は世界へ


一　空は世界へ続いてる


　　空は世界を抱いている


　　みんなごらんよ　あの空を


　　空が　僕らの私らの


　　心よ心よ　青年赤十字


二　花は誰にも匂ってる


　　花は優しく匂ってる


　　みんなごらんよ　あの花を


　　花が　僕らの私らの


　　姿よ姿よ　青年赤十字


三　星はどこでも光ってる


　　星は仲良く光ってる


　　みんなごらんよ　あの星を


　　星が　僕らの私らの


　　誇りよ誇りよ　青年赤十字


四　旗は十字の愛の旗


　　旗は輝く愛の旗


　　みんなごらんよ　あの旗を


　　旗が　僕らの私らの


　　しるしよしるしよ


　　　　　　　　　青年赤十字





藤島高等学校校歌


一　越の三川　集まりて


　　日本海を　さすところ


　　清き泉の　玉と湧く


　　福井のほとり　地をしめて


　　いそしむ我ら若人の


　　夢遙かなり　白山連峰


二　常磐の森の　足羽山


　　麓に眠る　橋本が


　　新しき世を　迎えむと


　　若き魂　かたむけし


　　明道館の　流れくむ


　　校風永久に　光あり


三　庭に親しむ　プラタナス


　　緑たけつつ　年ふれば


　　戦火の跡の　今いずこ


　　甍つらねて　栄えゆく


　　郷土に我ら　うち立てむ


　　祖国に導く　新精神





ハトとトンビと


ハトとトンビとヤマドリとキジと、カリガネとウグイスが一緒に鳴けば、ググピン、ググピン、ピンカラションケン、ソーラケンケン、ケッチャカチャのチンチロリンのホーホケキョ！





Ｈｏｗ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｄｏ？


Ｈｏｗ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｄｏ　皆さん


Ｈｏｗ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｄｏ？


我らここに集い　結ぶ友垣　心や踊る


Ｈｏｗ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｄｏ　皆さん？


Ｈｏｗ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｄｏ，ｄｏ，ｄｏ．





ＪＲＣの思い出


一　ＪＲＣの思い出は　他人の弁当を平らげて


　　知らん顔して狸寝入り　これが日頃のスケジュール


二　ＪＲＣの先輩は　麻雀パチンコたばこ酒


　　いつも生意気言ってるが　頭を叩けば空っぽさ


三　ＪＲＣの一年生　見かけは結構静かだが


　　いつにボロが出てくるか　それが見ものさ今に出る


四　ＪＲＣの二年生　いつも女が主導権　


　　それでも男は嬉しそう　末は必ずカカァ天下


五　ＪＲＣの三年生　いつも真面目でお人好し


　　中でも良いのが男の子　益々良いのが女の子


六　ＪＲＣの思い出はＴＣＴＣで明け暮れて


　　授業も私見もさっぱりた　敷かれていい気持ち


七　ＪＲＣのクラブ員　美男美女の寄せ集め


　　それに顧問がまた美男　一致団結前進だ





サラスポンダ


サラスポンダ　サラスポンダ　


サラスポンダ　レッセッセ�サラスポンダ　サラスポンダ


　サラスポンダレッセッセ�オドラオ　オドラポンダオ　


オドラポンダ　レッセッセ


　オセポセオ


　ポンダ　ポンダ


　ポンダ　ポンダ





ヘベェヌ　シャーロム


　　　　　アレヘム


ヘベェヌ　シャーロム　


アレヘム


ヘベェヌ　シャーロム


アレヘム


ヘベェヌ　シャーロム


アレヘム


ヘベェヌ　シャーロム


シャーロム


シャーロアレヘム








ごはんだ


ごはんだごはんだ　


さぁたべよ


風は爽やか


心も軽く


みんな元気だ感謝して


楽しいこばんだ


さぁたべよ





ペンと弾きゃヒュー


ペンと弾きゃヒュー�ステテコテンの


カッポカッポ�コロリンシャンの


ピッピッー








いい声だ


いい声だ　いい声だ


　お前の声は　いい声だ


かえるの声より


　まだましだ





　いい顔だ　いい顔だ


　　お前の顔は　いい顔だ


　　　お猿の顔より


　　　　まだましだ





アンパサンパラロレナ


アンパサンパラロレナ　メクメサボン


アンパサンパラロレナ　メクメサボン


ラロットル　リットル　キャピテナ


メクメサボントネ　オボボボボ


メクメサボン　ホイ





クイ・クァイ・マニ・マニ


ウンパ　ウンパ　ウンパ　ウンパ


ウンパ　ウンパ　ウンパ　ウンパ


　クイ　クァイ　マニマニ　マニマニ　ダスキー


　クイ　クァイコー　クイ　クァイカン


　クイ　クァイ　マニマニ　マニマニ　ダスキー


　クイ　クァイコー　クイ　クァイカン


　オニコディーモ　オーチャリアリ　ウンパー


　オニコディーモ　オーチャリアリ


　ウンパ　ウンパ　ウンパ　ウンパ


ウンパ　ウンパ　ウンパ　ウンパ








しりとり歌


しょうじきじいさんぽちつれてきはいくまんありとてももからうまれたもしもしかぁかぁからすのはとぽっぽぽっぽぽっぽとないてあそべらんめぇでこんちくしょうでやっつけろなんてまがいいんで（戻る）





一高東寮寮歌


一　あゝ玉杯に花うけて


　　緑酒に月の影やどし


　　治安の夢に耽りたる


　　栄華の巷　低く見て


　　向ヶ丘にそそり立つ


　　五寮の健児　意気高し


二　芙蓉の雪の精をとり


　　芳野の花の香を奪い


　　清き心の益良雄が


　　剣と筆ととり持ちて


　　ひとたび起たば　何事か


　　人生の偉業　成らざらん





山賊の歌�１　雨が降れば　小川が出来る


　風が吹けば　山が出来る�　　ヤッホーヤホホホホー　寂しい心


　ヤッホーヤホホホホー　寂しい心�２　夜になれば　空には星


　　月が出れば　おいらの世界�ヤッホーヤホホホホー　みんなを呼ぼう


ヤッホーヤホホホホー　みんなを呼ぼう�３　夜になれば　小屋に帰り


　月が出れば　みんなで歌おう�　　ヤッホーヤホホホホー　みんなで歌おう


　ヤッホーヤホホホホー　みんなで歌おう�４　肩を組んで　あかりをつけろ


　眠いカラスも起こそうじゃないか�　　ヤッホーヤホホホホー　夜明けはまただ


　ヤッホーヤホホホホー　夜明けはまだだ�５　風が吹けば　波が立ち


　波が立てば　船がかやる�　ウッシーウシシシシー　人の物は


　ウッシーウシシシシー　おいらの物さ





三高寮歌


一　紅萌ゆる　岡の花


　　早緑　匂う岸の色


　　都の花に嘯けば


　　月こそかかれ吉田山


二　緑の夏の　芝露に


　　残れる星を仰ぐ時


　　希望は高く溢れつつ


　　我らが胸に湧き返る





四高寮歌


一　北の都に秋たけて


　　我ら二十歳の夢かぞう


　　男おみなの住む国に


　　にはちに帰る　術もなし


二　その術なさをなぞならで


　　杯捨てて嘆かんや


　　酔える心の我若し


　　吾とこしえに　緑なる


三　髪は緑の青年が


　　情けの国に　培いし


　　いや生き繁る友垣や


　　三年の春と巡るかな





空がこんなに青いのは


一　空がこんなに青いのは


　　日暮れの街をひっそりと


　　風が渡って行くからか


二　空がこんなに赤いのは


　　乙女の髪に挿してある


　　真紅のバラの色ゆえか


三　帰りの道が遠いのは


　　別れの時の口づけが


　　白い吐息となるゆえか





北帰行


１　窓は夜露に濡れて


　　都すでに遠のく


　　北へ帰る旅人ひとり


　　涙流れて止まず


２　夢は虚しく消えて


　　今日も闇をさすらう


　　遠き想いはかなき望み


　　恩愛吾を去りぬ


３　今は黙して行かん


　　何をまた語るべし


　　さらば祖国いとしき人よ


　　明日は何処の町か





北大寮歌


一　都ぞ弥生の雲紫に


　　花の香漂う　宴の筵


　　尽きせぬおごりに濃き紅や


　　その春暮れては移ろう色の


　　夢こそ一時　青き繁みに


　　燃えなん我が胸想いをのせて


　　星影冴やかに光れる北を


　　人の世の清き国ぞとあこがれぬ


二　豊かに稔れる石狩の野に


　　雁がねはるばる沈みてゆけば


　　羊群声なく牧舎に帰り


　　手稲の頂　黄昏こめぬ


　　雄々しく聳ゆるエルムの梢


　　打ち振る野分けにはえの葉音の


　　さざめく甍に久遠の光


　　厳かに北極星を仰ぐかな





涙こらえて


１　人の心は　悲しいけれど


　　それに負けてはいられないのさ


　　生きている　生きているんだ　人間が


　　泣いて笑って　我慢して


　　空のグラスを　前にして


　　涙こらえる　事もある


２　貧乏暮らしは　悲しいけれど


　　男の意地は　なくさないのさ


　　生きている　生きているんだ　人間が


　　小さな活字の　片隅に


　　ひとり鉛筆　握りしめ


　　自分を叱る　夜もある





あのおっさん言てはった


１　あのおっさん言てはった


　　何んや


マラヤへ行った時　フンフン


ゴム林に忍び込んで


枝引っ張ったら


伸びなんだ　フーーン


２　あのおっさん言てはった


　　何んや


　　南極に行った時　フンフン


　　南だから暑いだろと


　　水泳パンツ　ひとつで


　　行かはった　フーーン


３　あのおっさん言てはった


　　何んや


　　アフリカに行った時　フンフン


　　火喰い鳥に水飲ませ


　　腹裂いてお湯にした　フーーン





ニコニコの歌


一　おきろおきろと　板木が鳴る


　　眠い眼を無理に開けて


　　おはようおはようと　挨拶する


　　あなたも私も　ニコニコ


二　目ばかり開いて　心が寝て　


　　あっちへフラフラ　こっちへフラフラ


　　足場が決まらぬ　ままならぬ


　　あなたも私も　ニコニコ


三　おなかが空いた　腹ペコだ


　　折しも食事の合図が鳴るよ


　　ごはんも美味し　おかずも美味し


　　あなたも私も　ニコニコ


四　草木も眠る　真夜中に


　　毛布をはいだり　足を出したり


　　むにゃむにゃ寝言を言いながら


　　あなたも私も　ニコニコ





明日があるさ


一　いつもの駅でいつも会う　セーラー服のお下げ髪


　　もう来る頃　もう来る頃　今日も待ちぼうけ


　　明日があるさ　明日があるさ　明日があるさ


二　今日こそはと待ちぶけて　後ろ姿をつけて行く


　　あの角まで　あの角まで　今日はもうヤメタ


　　明日があるさ　明日があるさ　明日があるさ


三　思い切ってダイヤルを　ふるえる指で回したよ


　　ベルが鳴るまで　ベルが鳴るまで　出るまで待てぬ僕


　　明日があるさ　明日があるさ　明日があるさ





学園広場


一　空に向かって上げた手に　若さがいっぱい　


飛んでいた　学園広場で　肩組み合って


友と歌った　若い歌


二　涙流した友もある　愉快に騒いだ


　時もある　学園広場に　咲いてる花の


　　ひとつひとつが　想い出さ


三　僕が卒業してからも　忘れはしないよ　


いつまでも　学園広場は　青春広場


　　夢と希望が　ある広場





一日の終わり


星かげ清かに　


静かに耽けぬ


集いの歓び　歌うは楽し





名残りは尽きねど　


惑いは果てぬ


今日の一日の幸　静かに思う





見上げてごらん夜の星を


見上げてごらん夜の星を


小さな星の小さな光が


ささやかな幸せを歌ってる


見上げてごらん夜の星を


ボク等のように名もない星が


ささやかな幸せを祈ってる


手を繋ごうボクと　追いかけよう夢を


二人なら　苦しくなんかないさ


見上げてごらん夜の星を


小さな星の小さな光が


ささやかな幸せを歌ってる


見上げてごらん夜の星を


ボク等のように名もない星が


ささやかな幸せを祈ってる





山男の恋


１　山が育ちのおいらの恋は


　　恋は恋でも飯持って来いよ


　　飯は飯でもおいらの恋は


　　山で作った飯盒の飯だよ


２　山が育ちのおいらの恋は


　　恋は恋でもはし持って来いよ


　　はしははしでもおいらのはしは


　　山にかかった虹の橋だよ


３　山が育ちのおいらの恋は


　　恋は恋でも水持って来いよ


　　水は水でもおいらの水は


　　山で鍛えた向こう見ずだよ





ガッタンスットントン


ガッタンスットントン


ガッタンスットントン


粉屋のおじさん　真っ白けで


ガッタンスットントン





トンテンチンテンカン


トンテンチンテンカン


鍛冶屋のおじさん真っ黒けで


トンテンチンテンカン





一番星はどんな星


１　夕餉に匂う　路地裏で


　　わらべが歌う　あの歌の


　　一番星はどんな星


　　見せてと母に　泣いたのも


　　ああこの白杖だけが知っている


２　鏡覗けぬ　辛さより


　　あの坂道を　あの森を


　　一人で歩く　しあわせを


　　欲しいと泣いた　あの夜を


　　ああこの白杖だけが知っている


３　心に秘めし　あの人が


　　くれた便りの　愛の字を


　　幾度も指で　読みながら


　　嬉しく泣いた　あの夜を


　　ああこの白杖だけが知っている





君が若者なら


一　どこへ行くかと尋ねる人に


　　道の向こうの朝日を指差す


　　会いに行くのさ　初恋の人


　　ホラ　あの山が俺のあの子さ


　　さぁ進もう　君が若者なら　


　　明日へ続く　この道を


二　何故急ぐかと訪ねる人に


　　雲に淀んだあの空指差す


　　心せくのさ　霧が出て来た


　　ホラ　あの雲は嵐の前触れ


　　さぁ進もう　君が若者なら


　　今来た道を　引き返そう


三　何故帰るんだここまで来たのに


　　歯を食いしばりその時答える


　　ホラ　あの声は俺のおふくろ


　　さぁ帰ろう　君が若者なら


　　勇気を出そう　男らしく





朝の山道


一　朝の山道　歩いていたら


　　下の谷から　歌声が


　　澄んだ空に　響いてくるよ


　　　ＨＵＭ・・・・・・


二　きっと可愛い　農家の娘が


　　乳を搾っているんだろ


　　どんな顔で　歌っているのか


　　　アァア・・・・・・


三　耳をすませば　霧の晴れ間を


　　待っていたらば　見えてきた


　　おぉやっぱりそうだ


　　　　　　　可愛い口で


　　　ラララ・・・・・・


四　足も軽々　気も晴れ晴れと


　　山を下っているボクも


　　何時の間にか　知らないうちに


　　　ホホ（口笛）





若者よ


若者よ　体を鍛えておけ


美しい心が　逞しい体に　からくも


支えられる日が　何時かは来る


その日のために　体を鍛えておけ


若者よ





学生時代


一　蔦のからまるチャペルで　祈りを捧げた日


　　夢多かりしあの頃の　想い出をたどれば


　　懐かしい友の顔が　ひとりひとり浮かぶ


　　重いカバンを抱えて　かよったあの道


　　秋の日の図書館の　ノートとインクの匂い


　　枯れ葉の散る窓辺　学生時代


二　賛美歌を歌いながら　清い史を夢みた


　　何の装いもせずに　口数も少なく


　　胸の中に秘めていた　恋への憧れは


　　いつもはかなくやぶれて　一人書いた日記


　　本棚に目をやれば　あの頃読んだ小説


　　過ぎし日よ私の　学生時代


三　ローソクの灯に輝く　十字架を見つめて


　　白い指を組ながら　うつむいていた友


　　その美しい横顔　姉のように慕い


　　いつまでも変わらずにと　願った幸せ


　　テニスコートキャンプファイヤー


　　懐かしい日々はかえらず


　　素晴らしいあの頃　学生時代


　　素晴らしいあの頃　学生時代





若者たち


一　君の行く道は　果てしなく遠い


　　だのに何故　歯をくいしばり


　　君は行くのか　そんなにしてまで


二　君のあの人は　今はもういない


　　だのに何故　何を探して


　　君は行くのか　あてもないのに


　











三　君の行く道は　希望へと続く


　　空にまた　陽が昇るとき


　　若者は　また　歩きはじめる


　　　空にまた　陽が昇るとき


　　　若者は　また　歩きはじめる


　　　　繰り返し








北上夜曲


１　匂い優しい　白百合の


　　濡れているよな　あの瞳


　　想い出すのは　想い出すのは


　　北上河原の　月の夜


２　宵の灯りを　灯す頃


　　心ほのかな　初恋を


　　想い出すのは　想い出すのは


　　北上河原の　せせらぎよ


３　雪のちらちら　降る宵に


　　君は楽しい　天国へ


　　想い出すのは　想い出すのは


　　北上河原の　雪の夜


４　僕は生きるぞ　生きるんだ


　　君の面影　胸に秘め


　　想い出すのは　想い出すのは


　　北上河原の　初恋よ











あざみの歌


一　山には山の　愁いあり


　　海には海の　悲しみや


　　まして心の　花園に


　　咲きしあざみの　花ならば


二　高嶺の百合の　それよりも


　　秘めたる夢を　ひとすじに


　　紅い燃ゆる　その姿


　　あざみに深き　我が思い


三　いとしき花よ　汝はあざみ


　　心の花よ　汝はあざみ


　　さだめの径の　涯もなく


　　香れよせめて　我が胸に





白い想い出


１　雪が降ってきた　ほんの少しだけど


　　私の胸の中に　積もりそうな雪だった


　　幸せをなくした　黒い心の中に


　　冷たくさびしい　白い手がしのびよる


２　雪がとけてきた　ほんの少しだけど


　　私の胸の中に　残りそうな雪だった


　　灰色の雲が　私に教えてくれた


　　明るい陽ざしが　すぐそこに来ていると





　　灰色の雲が　私に教えてくれた


　　明るい陽ざしが　すぐそこに来ていると


　　すぐそこに来ていると








はるかな友に


一　静かな夜更けに　いつもいつも


　　思い出すのは　おまえのこと


　　おやすみ安らかに　たどれ夢路


　　おやすみ楽しく　今宵もまた


二　明るい星の夜は　遙かな友に


　　思い出すのは　おまえのこと


　　おやすみ安らかに　たどれ夢路


　　おやすみ楽しく　今宵もまた


三　さびしい雪の夜は　いろりの端で


　　思い出すのは　おまえのこと


　　おやすみ安らかに　たどれ夢路


　　おやすみ楽しく　今宵もまた








遠くへ行きたい


一　知らない街を　歩いてみたい


　　どこか遠くへ　行きたい


　　知らない海を　眺めてみたい


　　どこか遠くへ　行きたい


二　遠い街　遠い海


　　夢はるか　ひとり旅


　　愛する人と　めぐり逢いたい


　　どこか遠くへ　行きたい


三　愛し合い　信じ合い


　　いつのか　しあせせを


　　愛する人と　めぐり逢いたい


　　どこか遠くへ　行きたい





静かな湖畔


　　静かな湖畔の　森のかげから


　　もう起きちゃ　いかがと


※　カッコウがなく


　　カッコウ　カッコウ　カッコウ


　　カッコウ　カッコウ


　３回くりかえし


カッコウ　カッコウ・・・・





黒い瞳の


一　黒い瞳の若者が


　　私の心をとりこにした


二　もろ手を差しのべ若者を


　　私はやさしく胸に抱く


三　愛のささやきを告げながら


　　やさしい言葉を私は待つ


四　緑の牧場で踊ろうよ


　　私の愛する黒い瞳


五　私の秘めごと父さまに


　　告げ口する人誰もいない





星に祈りを


１　夜空の星に　祈りを捧ぐ


　　そのこのやさしい　ひとみの中に


　　よろこびの涙が　あふれていた


　　生まれてはじめて　知った恋を


　　もとめてはなさず　ここまできた


２　とおく辛かった　二人の道よ


　　ここは僕らの　パラダイス


　　愛し合う二人の　いこいの園


　　涙をふいて　笑顔をみせて


　　明日の明るい　陽ざしをあびよう


　　若い二人の　ゆくてには


　　今日にもまさる　よろこびがある





アルプス一万尺


１　アルプス一万尺　小槍の上で


　　アルペンおどりを　おどりましょう


　　ヘイ


　　※ランラララララララ


　　　ランララララララ


　　　ランラララララララ


　ラララララララ


２　きのうみた夢　でっかい小さい夢だよ


　　蚤がリュックしょって　富士登山


　　ヘイ


　　※　くりかえし


３　一万尺に　テントを張れば


　　星のランプに　手がとどく


　　ヘイ


　　※　くりかえし





忘れな草をあなたに


一　別れても　別れても　心の奥に


　　いつまでも　いつまでも


　　覚えておいて　ほしいから


　　幸せ祈る　言葉にそえて


　　忘れな草を　あなたに　あなたに


二　いつの世も　いつの世も　別れる人と


　　会う人の　会う人の


　　定めは常に　あるものを


　　ただ泣きぬれて　浜辺に摘んだ


　　忘れな草を　あなたに　あなたに


三　喜びの　喜びの　涙にぬれて


　　抱き合う　抱き合う


　　その日がいつか　来るように


　　二人の愛の　思いで添えて


　　忘れな草を　あなたに　あなたに





夏の思い出


夏が来れば　思い出す


はるかな尾瀬　遠い空


霧の中に　浮かび来る


やさしい影　野の小径


水芭蕉の花が　咲いている


夢みて咲いている　


水のほとり


石楠花色に　黄昏れる


はるかな尾瀬　遠い空





夏が来れば　思い出す


はるかな尾瀬　野の花よ


花の中に　そよそよと


揺れ揺れる　浮き島よ


水芭蕉の花が匂っている


水のほとり


まなこつぶれば　懐かしい


はるかな尾瀬　遠い空








